
ＪＷＷＡ　Ｋ　１４３　適合仕様

水系エポキシ樹脂　＋　無溶剤型エポキシ樹脂

商品の性状、特徴、使用（配合）については製品技術資料を参照下さい。
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下地修正 ＳＲエポミルクＥＭ 水系エポキシポリマーセメント

この工法は、コンクリート下地の状態が悪い場合や補修の場合などで大きな不陸調整が必要
な場合に、下地修正材として、エポキシエマルジョンのポリマーセメントモルタル「SRエポミルク
EM」を塗布した上に、SC-2N工法を用いるものです。

使用材料
工程 商品名 タイプ

突起物、レイタンス等 不純物除去のため、ディスク
サンダーにより処理する。 特記事項

下塗り サンユコート Ｌ－２６５（Ｋ１４３対応） 無溶剤型エポキシ樹脂

中塗り サンユコート Ｌ－２６５（Ｋ１４３対応） 無溶剤型エポキシ樹脂

上塗り サンユコート Ｌ－２７５（Ｋ１４３対応） 無溶剤型エポキシ樹脂

施工法及び工程
下地処理

お問い合わせは

下地修正 下地処理は、必ず全面ディスクサンダー等に
て処理する。清掃後 水系エポキシをゴムベラ、金ゴテ等により

均一に全面塗布する。 下地修正材が硬化し、水分が１０％以下であ
る事を確認後 次工程に入る。下塗り

下地修正材硬化後、無溶剤型エポキシ樹脂をゴム
ベラ、金ゴテ等により均一に全面塗布する。

中塗り終了後、ピンホールがない事を確認し
た後、上塗り材を塗布する。

中塗り 上塗りは１～２工程とし、冬場の施工ではゴム
ベラ等を用いる。下塗り材硬化後、無溶剤型エポキシ樹脂をゴムベ

ラ、金ゴテ等により均一に全面塗布する。

上塗り
中塗り材硬化後、無溶剤型エポキシ樹脂をロー
ラーバケ等により均一に１～２回全面に塗布する。
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